
外観

建設業界 462018.947 建設業界 2018.9

て
い
る
。

　

構
造
は
、
フ
ァ
サ
ー
ド
を
変
え
ず
に

オ
フ
ィ
ス
階
の
上
階
に
住
宅
・
ホ
テ
ル

を
設
置
す
る
た
め
、
構
造
切
り
替
え
階

を
ト
ラ
ス
構
造
で
構
成
し
、
コ
ア
内
に

ハ
イ
ス
ペ
ッ
ク
な
制
震
装
置
を
複
合
的

に
組
み
合
わ
せ
、
高
い
耐
震
性
能
を
確

保
し
て
い
る
。
ま
た
二
本
の
柱
が
一
本

に
な
る
Ｙ
字
状
の
柱
を
受
け
る
杭
は
、

通
常
の
場
所
打
ち
杭
で
は
支
え
ら
れ
な

い
た
め
、
節
付
き
壁
杭
を
採
用
し
超
高

層
を
可
能
に
し
て
い
る
。

線
を
描
く
エ
ア
ロ
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
解
析

と
道
路
線
形
に
よ
り
計
画
し
て
い
る
。

シ
ャ
ー
プ
に
切
り
取
っ
た
頂
部
デ
ザ
イ

ン
、
積
層
さ
れ
た
機
能
を
包
み
込
む
フ

ァ
サ
ー
ド
、
そ
し
て
道
路
を
跨
ぐ
逆
テ

ー
パ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
り
、
道
路
正

面
の
シ
ン
ボ
ル
性
を
際
立
た
せ
、
新
し

い
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
生
み
出
し
て
い
る
。

低
層
フ
ォ
ル
ム
は
、
水
平
ラ
イ
ン
を
強

調
し
、
庇
や
石
壁
を
ア
ク
セ
ン
ト
と
し

て
展
開
さ
れ
、
ガ
ラ
ス
の
箱
は
来
訪
者

を
緑
豊
か
な
都
市
空
間
へ
と
迎
え
入
れ

　

環
状
第
二
号
線
の
道
路
事
業
と
一
体

と
な
っ
た
東
京
都
施
行
の
市
街
地
再
開

発
事
業
で
あ
り
、
立
体
道
路
制
度
を
活

用
し
、
超
高
層
ビ
ル
が
幹
線
道
路
の
真

上
に
屹
立
し
て
い
る
。
商
業
施
設
、
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
オ
フ
ィ
ス
、
住
宅
、

ホ
テ
ル
、
緑
地
や
道
路
を
取
り
込
み
、

新
た
な
付
加
価
値
を
生
み
出
す
超
複
合

積
層
都
市
で
あ
る
。
足
元
に
豊
か
な
緑
、

広
場
、
ア
ト
リ
ウ
ム
を
設
け
、
愛
宕
山

の
緑
と
の
繋
が
り
、
新
虎
通
り
と
の
連

続
性
、
そ
し
て
周
辺
地
域
と
の
共
存
・

共
営
を
図
り
、
虎
ノ
門
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
の
核
と
な
る
よ
う
計
画
さ
れ
て
い

る
。

　

建
築
は
、
低
層
階
に
商
業
施
設
や
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
中
層
階
に
オ
フ
ィ
ス
、

上
層
階
に
住
宅
・
ホ
テ
ル
、
足
元
に
は

豊
か
な
屋
外
空
間
を
設
け
、
地
下
か
ら

地
上
に
か
け
て
幹
線
道
路
が
貫
通
し
て

い
る
。
こ
の
超
複
合
積
層
都
市
は
、
建

築
と
土
木
を
融
合
さ
せ
た
最
先
端
の
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
る
。

　

タ
ワ
ー
フ
ォ
ル
ム
は
、
緩
や
か
な
曲

選
評

＞＞ 虎ノ門ヒルズ

上／多目的に利用されるオーバル広場
下／アトリウム

環状第2号線
（新虎通り）全景

＜ 2017年 第58回 BCS賞受賞作品 ＞　静岡県草薙総合運動場体育館（このはなアリーナ）　新宿東宝ビル　
太子町新庁舎「太子の環」人がつどう・まちをめぐる・太子がつながる　竹中大工道具館新館　敦賀駅交流施設「オルパーク」・駅前広場キャノピー　TSURUMIこどもホスピス　
東京駅八重洲口開発：グランルーフ、グラントウキョウノースタワー、グラントウキョウサウスタワー、駅前広場　TOTOミュージアム　桐朋学園大学調布キャンパス1号館　
としまエコミューゼタウン　TOYAMAキラリ　虎ノ門ヒルズ（環状第二号線新橋・虎ノ門地区第二種市街地再開発事業Ⅲ街区）　　直島ホール　MIZKAN MUSEUM　YKK80ビル
 ［特別賞］日本橋ダイヤビルディング 「江戸橋倉庫ビル」の保存・再生　早稲田大学 早稲田キャンパス3号館

2017年 第58回
BCS賞受賞作品紹介

BCS賞は、建築の事業企画・計画・設計、施工、環境とともに、供用開始後1年以上にわたる
建築物の運用・維持管理等を含めた総合評価に基づいて選考し、建築主・設計者・施工者の三
者を表彰する建築賞です。
この賞は、1960年にはじまり2017年で58回を数えます。

虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ

（
環
状
第
二
号
線
新
橋・虎
ノ
門
地
区
第
二
種
市
街
地
再
開
発
事
業
Ⅲ
街
区
）
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緑溢れる広場では1年を通して様々なイベントが
行われ、周辺住民やオフィスワーカーの憩いの場
になっています。
　森ビルは、グローバルプレイヤーが集まる空間
や機会を創出すると共に、新たなビジネスやイノ
ベーションを生み出しながら、虎ノ門ヒルズエリ
アで「国際新都心・グローバルビジネスセンター」
の形成に向けて尽力してまいります。

　「虎ノ門ヒルズ」は、官民連携による都市開発
の象徴的なモデル事業であり、当社が理想の街と
して掲げる多彩な都市機能がコンパクトに集約
した「バーティカルガーデンシティ（立体緑園都
市）」を具現化したプロジェクトです。「立体道路
制度」を活用し、環状第二号線と建物が一体開発
され、地上部の「新虎通り」は街の賑わいや活力
を生み出す、東京の新たなシンボルストリートと
なりました。また、足元に創出した約6,000㎡の

虎ノ門ヒルズエリアで「国際新都心・
グローバルビジネスセンター」を形成

建築主
より

施工者
より

設計者
より

とができました。結果として今回の受賞につな
がり、改めて関係された方に感謝すると共に、
チームの一員として協力してくれた協力会社や
作業員ともこの賞を共有したいと思います。
　このプロジェクト以降大きく発展し続けてい
る虎ノ門エリアに貢献できたことを誇りに思う
と同時に、今後も関わり続けたいと思っており
ます。

　森ビル株式会社、株式会社日本設計の方々を
はじめ多くの関係者が目指した新しい都市開発
を実現するため、施工者として様々な形で挑戦
し、完成したプロジェクトでした。
　“立体道路が貫通する超高層ビル”を3年とい
う工期で実現するには多くの難問もありました
が、様々なシミュレーションを重ね、多岐にわ
たる施工プロセスの検証を行い、多くの人の努
力によって「最高のカタチ」として実現するこ

難工事を実現させた知恵の結晶とチーム力

株式会社大林組 
東京本店
工事事務所 元所長

井上隆夫
Takao Inoue

下から地上までせり上がってくることをポジテ
ィブに利用した結果と言えます。
　建物を眺め、訪れていただく方々には、デザ
インと空間の中に、道路という都市機能が組込
まれているダイナミズムと自然との調和を感じ
ていただければ幸いです。
　そしてこの虎ノ門ヒルズを核として、都市の
緑と機能が面的に拡がっていき、新しい都市の
かたちが造られていくことを期待します。

　本プロジェクトは用途の複合に留まらず、土
木と建築をも複合した「超複合」のプロジェク
トと言えます。10年単位の都市計画と企画段階
を経て、基本設計から竣工まで約9年を要し、
多くの方々の知恵と技術とご協力を得ながら
様々な問題を一つひとつクリアしていきました。
　特徴的なタワーデザインは、敷地を貫通する
道路の線形が拠り所となっています。また、複
雑な動線を立体的に解決し得たのも、道路が地

都市の新たな核を造る

株式会社日本設計
第4建築設計群 副群長 
チーフアーキテクト

加藤弘治
Koji Kato

森ビル株式会社
設計部建築設計2部部長

弓削昌義
Masayoshi Yuge

＞＞ 虎ノ門ヒルズ

ま
た
非
常
時
に
帰
宅
困
難
者
の
受
け
入

れ
が
で
き
る
よ
う
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

や
ア
ト
リ
ウ
ム 

、
ロ
ビ
ー
等
を
整
備

し
、
災
害
時
に
必
要
な
資
機
材
の
備
蓄

を
行
っ
て
い
る
。

　

虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ
は
、
地
域
の
活
性
化

に
寄
与
し
、
建
築
主
、
設
計
者
、
施
工

者
が
一
体
と
な
っ
て
つ
く
り
出
し
た
質

の
高
い
建
築
・
都
市
と
し
て
優
れ
た
作

品
で
あ
る
。

 ［
選
考
委
員
］

竹
内 

徹
・
佐
野
吉
彦
・
田
中
隆
吉

五
〇
㌔
㍗
の
建
材
一
体
型
太
陽
光
パ
ネ

ル
を
設
置
し
て
い
る
。
建
築
環
境
総
合

性
能
評
価
シ
ス
テ
ム
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
は

最
高
性
能
Ｓ
ラ
ン
ク
を
取
得
し
て
い
る
。

　

施
工
は
、
逆
打
工
法
を
採
用
し
、
地

上
地
下
工
事
を
同
時
に
進
め
、
立
体
的

な
仮
設
ヤ
ー
ド
を
計
画
す
る
こ
と
で
同

時
施
工
を
実
現
し
、
工
期
の
大
幅
な
短

縮
を
実
現
し
た
。
ま
た
外
装
材
の
搬
送

　

設
備
は
、
次
世
代
空
調
シ
ス
テ
ム
と

し
て
中
温
冷
温
水
製
造
と
大
規
模
蓄
熱

槽
を
組
み
合
わ
せ
た
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｓ
空
調

熱
源
シ
ス
テ
ム
を
オ
フ
ィ
ス
エ
リ
ア
で

採
用
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
配
慮
し
て

い
る
。
ま
た
オ
フ
ィ
ス
の
照
明
は
、
テ

ナ
ン
ト
指
向
型
の
ス
マ
ー
ト
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
太
陽
光
発
電

設
備
は
、
六
階
の
大
庇
の
上
部
に
約 

作
業
効
率
化
の
た
め
、
取
り
付
け
階
ま

で
垂
直
搬
送
、
取
り
付
け
箇
所
ま
で
水

平
搬
送
す
る
外
装
揚
重
シ
ス
テ
ム
を
新

た
に
開
発
し
、
安
全
に
効
率
的
な
施
工

を
実
現
し
た
。

　

維
持
管
理
で
は
、
街
の
運
営
組
織

「
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
立
ち
上

げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

街
の
賑
わ
い
や
活
性
化
を
図
っ
て
い
る
。

立体道路と高層部の同時施工状況

ホテル客室

計画概要 建築主：森ビル ㈱ 設計者：㈱日本設計
　　　　㈱大林組

施工者：�㈱大林組 所在地：東京都港区虎ノ門1-23-1〜4
竣工日：2014年5月29日

敷地面積：   17,068㎡ 
建築面積：　  9,390㎡
延床面積：	244,360㎡ 

階数：地上52階、地下5階、搭屋1階
構造：�鉄骨造（一部鉄骨鉄筋コンクリート造、 

鉄筋コンクリート造）


